
乳製 CJ 
ロロ と免疫原性

は じめ に

袋々は，怠働を主食にし 肉，魚.卵，野菜，海

軍 乳鍾品。果物など多舗多舗なものを食べてい

る.時として，これら食物が原因となり，アレルギ

ー箆状を起こす.ヨ院建舗の高L牛抗.:11.11品といえ
ども，食物ァ νル"-111警のための原因物質の例外
ではな〈 むしろ " 大豆>lEんで三大主因物質

のーっ>さえ冨われている九

食物アνルギーは その食物の待つ特有の免疫原

性に基づいて起こる.免fA>曾えば稜々は麻疹や

おたふ〈風邪などの伝鎌病を思いうかべ，一度かか

9た病気に二度とかからな〈なることを想定しがち

である.これは，病原体という免笹原告生物質が体内

に侵入しI 治徳するまでの聞にz その免疫原性物質

との聞に免疫反応が生じ被性抗体や細胞位免疫と

哨まれるものがで色その鎗熱帯皮問じ病原体が

侵入した贈にそれら渡性抗体~lIll胞栓免疫系が働

きその病原体を無寝化することによるのである.

食物アレルギーが起こる場合も同じような免疫反

応が生じる.すなわち食物として録取した巨大分

子は一般に，アZノ感，脂肪磁，単11績などの低
分子にまで消化され免笹原性を完全に失。た状態

て領取される.ところが 何らかの原因で食物が完

全に消化されず，免疫原性を待。たまさ吸収される

と生体はこの物質を奥衡として毘厳し，異物処理

のための液位抗体や細胞健免fAができる.そしてa

再び岡し食物筑原が侵入した時にそれら渡性銑体司p

-性免復系がその抗原を無毒化しようとして働

き崎として過徹に作動する.その結果生じる決

・"アνル..ーである.
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A 免疫原性とアレルギー

免疫原性物質とは 全体内に侵入した時に異物と

してel3され，銑体を生産させる偉力のある物質を

曾う.食物はそれぞれの食物待有のタ γパタ貿，脂

質。炭水化物などの多〈の化学成分よりなり.それ

らの殆んどが。ヒトにとうて奥物である.しかし，

とれらの中でも 免復原監の最も高い成分はタンパ

タ質である.加えて，免疫原性をもっ全ての異魯タ

γ-，タ貨がi ナ νルゲソ〈アνルギ誘発の原因物

質〉となるわけではない.

体内に領取された食物タ Yパク質は."..の花粉

ぞカピなどの吸入性ア νルゲソとは異なり，消化o
官を緩庖しなければならない.その過穫で免疫原性

タンパタ質の大部分は，ベプシソ トリプジγ .. 

そトリプシγなどの多くのプpテアーゼの作用を受

け免疫原性のない低分子のペプチドや7<〆隙に

まで分解される.またI 一方では晦管給唖.U:細
胞に存在する免疫グロプリン(Ii)のー舗である分

iI!型 IiA(slgA)という銑体が，免痩a貫性をも。
たままのタ γパタ賞と結合し，来構化の分子iJ'.盤
から吸収されたり腸管結旗を通過するのを防げ.体

内に侵入しないように防御している.すなわち，こ

のような消化修漢による分解~slgA などによる防

御をまねがれて島管から吸収され免隻系を作飴さ

せた場合に始めてその免笹原性タ γパタ慣がアνル
ギー反応に怠加するのである.

一般に ヒトでは，もともと sIgAの欠鎖してい

る人があり その割合は岨ト5∞人にー人tされて

いるS'''oまた.slgAなどによる免疫震性物質の免

疫排徐後構は，遺伝的彫'障を受けることがマウスを
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用いたJ!1Itにより¥1'明されているh さらに，ヒト

ではι 免'"グロプ， yを中心とした... からの受動

免'"は経躯後期に胎盤を通じて得ており.牛のよう

に幽産車後に免!fグロプリンなどの高分子'Y，~!J

1(を腸から吸収する犠構はないといわれてきた.し

かし，ヒトでも乳児期では，・は完全に完成してお

らず，また，来魚児ほど免疫原健tyパタ賞を局管

から吸収しやすいという事実も見幽されている円

徒。て，このような.IaA!A:綱審や朱煎児 さらに
は務化管の策定などにより.結膜の破撮している人

では.免疫豚盤タ yパタ賓が吸収される・会が十分

にあるのである.実録に ・1，.欠ltlmのヒトでは.
食物ア νル" にかかる績度。高いことが臨床的に

E明されている九

ー方，踊での吸収機衡や遺伝的要因や年前に加え1

食物として録取する免疫原性物質の佐賀.すなわ

ち，免疫原径の強弱慣取額度.JI:なども食物ア ν

ルギーの発症に漂〈欄係する.牛It.乳製品は，卵

や大宜とltんで三大食物ア νルグYの一つであるこ
とは先に途ぺたが.牛乳.It緩a誌はこれらア νルギ
ー腸発の条件に震も合致した食物だからである.す

なわち.島が完全に完成されていない汎鬼期に人工

鎌貨で育てられる乳児は。 1日.1 1以上の人工乳

を飲む.また..乳後はトーストにパターをぬ。て

チーズ左美に食べ!牛乳を"み.・ーグルトを食べ

る.さらに プリ γ。アイスタ"ーム ク， ー'ケ

ーキなどをおやつに食ペ，夕食にはシチーーやグヲ

タy. ピザなどを食べる.

このように鍍取匁度からみても緩取畳からみて

も，牛乳.乳銀品はアν"'''ーを起こす食物の条件
を十分に泊たしている.

B. 乳製品の免疫原性

図1に示したように，生乳より鋼製したカゼイ y

君臨分を軍兎に免!fJ.." ~・られた銑血清&カゼイソ画

分の闘で免疫電気紘鋤を行うとM本の民..が ま

た ホ~-..分I:.*~-画分に対する銑血清の反応

で松山本の沈降織がでtる・. この鎗寒からもわか
るように 生乳中には2(唱期以上の免笹原性tyパ

タ賓が存在する.

しかし。 UHT~. 育児周人工1t..1tなどの乳

製品は.その製造過温において，畿薗や滅菌を主密

約として必ず加熱処廻を受ける.このため ，タト

ース&のアミノカルポ品ル反応による有効性"ジン

ー-50-
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図1 ...，イ Yおよびホヨ色晶画面分とそれらに

対する震兎銑血清の免'"電気泳動"

1 : 'T "I!イン画分..ゼイ γ・分に対する筑血2・
2 : ，似品目圃分と.~ー画分￡対する低血情
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の損失...舎イオウアミノ酸からのりジノアヲ=-:1の

生成などによる栄養価の低下に飢えI ホョιー!I:I~I 
，貿は勲に不安定であることから勲旋盤苧煎鍋集を

勉こし."-穫晶ではそれらタ γパタ震のltlfl!llにI

変化のあることが考えられる.また. ~-;(..­

，'"トなどの発機乳援晶では.漁民過糧に;70.'-'

ー徹生物のプ...ァ-..，の作用によ''''乱t'lバl'

貸は銀閣され その免笹原性が変化している司自E性

がある '，~
これらのことより，本項では Illlt....乳などの
排完勝机級品とチーズ....【〆ルトなどの発離乳11
品にわけて.乳量霊品中のタ γバタ貨の免疫fI.位記つ

いて述べる.
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連安2 羽信販乳製品中の銚I!<性

βー，タトグ Pプリン量刷

表 1 抗原貌体反応の種類と感度

ー

9ーラタトグロプリ γII
〈μ./1曲μg金タ γパタ質〉

9.61 
9.55 

8. " 
9.51 

8.33 
9.45 
7.69 
8.04 
6.23 
7.82 
<2.18 
16.96 
12.79 
7.63 
4.79 
2.84 
2.97 

1 
2 

品

生乳
UHT fL 1 
UHT乳 2
UHT乳 3

ロングライ 7! '"タ
回 Yグライフミルク

1 
2 
3 
1 
2 
1 
2 
3 

~..ムミルク
~牟ムミルタ
スキムミルタ

製乳

後出できる抗日本の最少畳
〈μ.N/ヨ1)領

3-5 
4-10 

6-7 

16 
o ∞ト心以16
o ∞1-0.03 
0..似J5
0.1 

0αlOOl-<l似lOl
0.0001....0師1

0..∞1-0.001 
0.003 

a 

沈慢反応重恩法
定盤沈降反応

免疫ニ.鐙鮫
免疫1[気泳動
蒜血要素凝集反応

搭血反応
免疫付着反応

補体結合反応
ウイルス中和反応
ヲジオイムノア，セイ

.. 震免疫測定法
受動性皮膚
アナフ 4ラキγー

1
2
3
 

ぱ，この物質をもとの免A'震性物質と共に筑原性が
あると宵ぅ.

銑原性物質やその特異抗体の定量は一段に抗

原銑体反応によるが検幽できる銑原や銑体の録少

量は，表1に示すように周いる抗想統体E応の種実現

により大き〈異なる". .，兎を周いて予め作成して

おいたかラタトグ留プリ γに対する銑血清を用い

た，ケヲト免疫電気泳動法により!甫医乳製品中の

抗原性かヲタトグロプリ γ量を測定するとι 表2

に示したように，無槍練乳1績を除いて賦験した全

ての UHT乳 oyグヲイフミルタ 加8直線筑

無illl抗，育児用調援勝手しおよびス...~~ルタにお

いて， 支然 Fーラタトグロプリンの銑原稿造を保鯵

したタ Yパタ貿が多量存在す

ることがわかる~

一方。そんを，トに種々の

乳製品を経口約に歓十日間与

えた後に，与えたのと同じ'"

11品 aいは生乳より単婚し
たカゼイ γやかラタトグロ

プり γによりアナ7，.キシ

m 箆状が生じるかどうかを調

べた報告もい〈つかなされて

いる.そのー例を褒3に示し

たが褒より llAと滅菌聡

胞乳を与えた栂合にか.タ

トグロプリソで感作きれない

ことを除いて，いずれの抗製

(1) UHT乳.粉乳および練乳の免疫B貫性

Fーヲタトグロプリγは牛乳ア νルギー跨発の'"
聞物賓といわれているが このタ γパタ貿は比般的

"に不安定なタンパタ貨であり 図2に示したよう

に!煮湧により抗原性を失う・'. このことからa 市

甑乳製品16S中に存在する天然か.'トグロプリ

ソと問じ抗原性を保持するタ γパタ質1量定盆した結
果を紹介する.

なおここで，免疫原性とは生体内に侵入した"に

異物として箆織され抗体を生産させる能力のあると

いうことは既に述ベたが抗原性とは杭体を金重さ

せる旋カの有無にかかわらず，できた!1t体左反応で

きることをいう.すなわち。ある免復原性物質の分

続物であり.それ自体は銑体生.11飽はなくても，も

との免疫原告生物質に対する銑体とのE応性があれ

各鍾乳製品の髭ロ投与によるアナフ 4ラキシー窃忽箆・l

アナ7 ィラキγー提起草(%).

" 製 品
投与した乳製品 カゼイ y Fーヲ Pトダ冒プリ y

生乳 100 1加 100 

嶺薗 (72"C， 10:秒〉乳 100 100 100 

UHT (140'1:，1-2鞍〉事L 80 80 60 
煮沸乳 60 60 30 
g車乳 70 60 。
lJj乳 100 2. 2ω 

E位指m乳 70 20 ‘。
.薗 (113"(:，2自分〉乳 70 50 10 
副首 (llO"C.四分〉脱脂乳 60 50 o 
育児期紛乳 l(刻。

" 56 
育児用檀体温鏑乳 75 " 27 
一←

表 S

51ー

a;~......~.. トによる変動性皮膚アナフ 4 ヲキシー反応て傷性を示した割合.
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1111.."の免疫原性.. 銑原性を関べた縄告は少ない
が褒4に示したように.爺厭チーズの魚康$とカ

ゼイ γの銑原価を舞ペるt.その舵原.11J.¥rj;して
いないカゼイ Yと比ぺて明らかに低下する編向にあ.

る岨.中でも.Ilも熟成の進んでいるプルーチーズ J

ではカゼイ γの筑摩価は刑成前の1/'に低下してい
る.しかし，それら手ーズ中のカゼインの銑原簡の

低下は必ずしも熟成率に比例するわけではな〈 例

えば，ゴーダチーズ..'ιダ.チーズt比べて".
s._"，.._，ての熟成率は低いにもかかわらす"

・エールチーズの鋭原舗はz ダふチーズ..ゴーダチ

ーズの銑原値より低いことがわかる.すなわら ζ 

のことはグ，.~ールチ ズのM に関与した微生
鋤の"'.するプロテアーゼがカゼイ Yの説原決定... 

位に民与したペプチド結舎の切断に速していたた。‘
.''';' 

といえる. f 

一方，牛乳カゼインの約半分をし治る."ーカゼイ ~-'
yは チーズの熟成ゃに侵乳のために属加した~~ “

ゐ

シンの作用により Nおよびι家‘制度ベプチドを遺
贈し.'臥ーI.ゼイ γ. aa-I>>ゼイ γ. Cla-I，・
"ィ γへと変化L.それら新し〈できた，ゼイ y
は チーズのポデ4 やテタステ・ーに修径を与えみ

'" るといわれている.0:.，-1カゼイ Yの銑原決定額依

の量生は <<11-11ゼイソの鋤舎と同じであるがe arEf 

カゼイ γになるとa・aカゼイ γの銚JI(決定傷位の少

な〈とも 1つが滑失ずることが知られている2・a・.

あいに〈 現象では発酵乳援品の免笹原性.. 飢..(

量生を縄ぺた線告は少ないが 上で述べたことからも

わかるようにι 発静乳銀晶では'"ーター微生物。‘

プロテアーゼ....乳プ冒テアーゼにより牛汎タ γバ
1・

...を与えた‘合も与えたのと同じ銀品はもとより.

生乳から餌重量したカゼイ:.--f'fr.，タトグ虜プ， y
によ・9ても7ナヲ .Hシー盤状が腸起されること

がわかる".

すなわ色。 以上示した i，.uit，.Oおよび'"vwo 

の結果から明らかなように 液体扶績での強い舞踊処

理を行ヲた一部の線乳や減繭乳を除いた乳厳品で

は，比鮫的"に慈愛性の高いか，タトグ四プ"γ
においてもその銑原住宅免疫原性が像縛されてい

る.初えて，ー縁育児周として市販されている抗輸

された全ての調昆1Il"''''人工乳に.p-.タ'グ冒プ

，yやカゼイ γの高い抗原性... 免笹原性が保持され

ていた.このζとよ，.一銭育児用人工乳は 免疫

原性...ll¥原性を繍S震としたアνルゲγ佳という点か

らみれ凶f.UHT'lなどと釜はな〈 牛汎ァνルギ
ーを開起するのに十分なものといえる.

なお，最近。液体状線での強い勲処理によりか

"ト〆ロプ， yの免疫原性が鑑下することに，冒

し加険処理をしたホ:;..-/1:/パタ貿をア νルギ-

a幼児周の人工気の製諸島に用いようとするSまみがあ
るが槻，後遺するように!加微により天般か，タ

砂グロプPγの免筏...盤は司直.されても.かヲタト

〆担プ， y分子の鍋変位やヲタト->.とのアミノカ

ルポ畠ル反応により衝しい免復原性が生じるζとも

ある.従ヲて。熱処理による牛1l.!lYパp貨の免疫
原性の低下は，強烈な加舶による一次梅迭の勿提訴を

ともなう・合を除いて，ヨド質的には起こるものでは

な仁ア νルギー乳児用の人工乳の観遣に加除乳タ

γバタ貨を周いることはあまり得策とはいえない.
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且!金禽ゼインに対する抗体との稔跨反応盆膚迭で詑 ‘《
降織を形成するためのチ ズ纏夜(0.1‘W.OIJ叫';
a大橋...隆司慎 二h

"総"IJC%)・水沼健0 1:金2棄.1ω 3 

" 
s ・2

各省市医チーズの銚...性"

チーズ 生産固 統原価' 然tto・
カゼイ γ 320 

ゴ ダ オラ y" 160 34. S ~ 
孟 〆 ム オヲ γF 1曲 ".. 
::E.Y，Io ://1-"" スイス u拘 弱... 
n 晶 且 -k スイス 80 Z1.S， 

>>... yベール ヂ y守-? 1ω 75.' 
セ γ トポウ， y 7"""--' 80 回.5:'

プ k デy....-fI ‘。 .... 

署警4

(2)昆.乳製品の免疫原性

タγ，，?貨が免袋原性を発現するには，ある程度

の大きさの分子量が必要であるが生a位された!I<体
と結合する鶴分〈銑原決定萄位と曾"は. タツ

バタ質1分予当たり復敏信存在し。それら会銑原決

定鶴位は5-7銅l!!度の7"取で.Iltされてい

る，..従勺て，銑原決定・5位をalltするア Zノ磁が
そのペプチド鎗合の鈎断.....により度化を受けれ

ば免疫原盤はもとより。銑厭性も低下したり繍失す

る. .ーグルトやテー3ぐなどの鐙.'"・A中のタ γ
パタ質はそれらの量逮時に添加した>.タータ 微

生物の生..ずるプ Pテアーゼ....11.プロチ7-ゼに

より分解を受ける可飽佳があるととからι それら乳

製品中で天然タ yパタ貨の免疫原健司P抗原性の低下

していることは十分に考えられるところである.l強

• 
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"置は切断されその免笹原性や筑摩性が低下する

保殉にあることは事実である.ζのことより， 牛乳

，ゾバタ貨の抗原健遣やスターター慰金物のプ，テ

アーゼの性慣を解明し.lJti医決定lI!位に関係するペ
プチド鎗合を切断するプ冒テアーゼを生.1/1するスタ

ーター徹生物を用いることによる牛乳ア νルギー乳

児用発.."の開発は。先に述べた加織処湿を用いた

人工乳の闘~以上に有効な方法と考えられる.

C. 牛乳アレルギー

'長駆された免疫原色鋤貨に，守して生a配される抗体
11. !tに途ペた I，A に加えて.IaG. IgM. ISE 

1，0の5湿のタ，スがある.それら免密グロプリ γ

の&窓側遣は 図3に示したように。全て"伝の'"

'ペプチド鍋からなる緩タ γパグ慣であるが 生物

学的自陸艇はもとより 分子.""，宿舎危などの倫理化

学釣佐賀....ノマ として存在しているかポリマー

として存在しているかの存在形式などにおいて各タ

"特有の佐賀を有してLる". ァνルギーは銑原

健ti貨がこのような震性抗体と鎗合したり 組怠健

免疫系を作動させた時に生じるのであるが これら

~I*のすべてがア νルギーに関係しているわけでは

ない.ア νルギは それに関係する抗体のタ，

' .. 表現型により llIi!-N型の4つの盟にわけら
れ2幽。これらの中でも 牛乳アνルギーは。主に!

霊，w型であるといわれている~
i量ア νルギ-，いうのは銑鯵タラスのうち I，E

II惨が関係したものである.生体内の rgEt定体の

ー留は気管支給2震や酬化管総理震などに分布している
IUI館胞の表面に結合しており， この IgEtIt体に
銑車が鎗合すると..lI!細胞より ヒ..タ~ Y. ~ヒロ

ト品 Y. ロイヨト， 0ιγなどの化学物質が2支出され

る.!支出されたこれらの化学物質は，血管の透過性

t噌大したり，気管支平滑筋の収舗や給夜分泌を促

aする作用を持勺ている.そのため，気管では気温
の.帯がお舎ゼYソクを組こし.1Jl省副院では 〈し

@弘....ホがでるのである.ζの laE?，;o.のlJt

.の生窟は免盆原性銅賞を債取仇ーヵ月以内に生

温きれ.短い縄舎は58聞で生.1/1されるともいわれ

てLも.また 生盆された続休と銑原告生物質の反応

によるア νルギーは 食物として銑原を債取後，政

分から敏時間以内の早い時期に発生する.このこと

から!型ア νルギーのことを即時且ァ νルギーとも

呼ばれている.加えて i型ア νルギーでは，ー銭

N，w F，ωd [1Id14slr1 VoL 28. No. 5 (1製謁〉

結

i 
s s c 

グ占
図s 免疫グeプ，yの&本調tJlのa陣式回

に.RA$T法 0・dioallergosorbenttelt)などで
標定される血情中の IaEVL体量や皮膚反応などで
IZめられるア νルギー症放との聞に高い相関盤があ

る".
一方.置アレルギーというのは.la:G .. 11M 
タ，..の銑体によ'"こる.!gG -'f> 11M ?.，スの

抗体は.本来血清中に多II存在しており.4tに術

者は健康人の血清 101当た 9平均で13.~も含まれ

τいる".この盆は。健康なヒトの血清中の I，Eタ

ヲスの銑体の平絢の釣4万倍に相当する.もちろん

これらの IgGt1C体は牛乳タンパ，質に隈らず，鍾

々の抗原に対するlJt体の集合体であり，鍵原が侵入

するとそれぞれに対応する筑体が反応し奴原抗体

複合仰がでtる.IaE銑体の・合とは異な".IJG 
ぞ I，M 抗体の鋤舎は銑原抗体反応だけではアνル

.，.-m裁は現れなレが， ζの奴原銑"'組合物を梢化
しようとさらに'fI.l聞のタ γバタ賞からなる補修成

分のい〈っかが鎗合することにより 蝕めてアνル

ギーd'.放になる.すなわち 補修成分の多〈はプ

ロテアーゼ橘性を有しており，銑..銑体複合物に鎗

合するζ とにより. 1型アレルギーの・舎のヒ"

! y .，.~ヒ a トー yに相当するアナフィ ....νγ と

呼ばれる化学物質司".出する.その放出された物質

が組織に作用してアνル'f-症状を起こすのであ

る.なお，これらのタヲ 3えの銑体によるアレルギ【

の発生は 銑原の録取後.rt時伺から歓十時間を要
し.ア νルゲンによる皮膚反応で11.'喰性を来し易

<.陣原的!tl犬と~符しない絹合が多い. ~た.同

じ阜者に同じアレルゲγを与えても現れる室伏は一

定でなしある時は滋烈な症状を示すがまた，あ

る時は症状が殆どない.このようなことから..盟

アνルギーのことを直面盟アレルギ【とも呼ばれて

一日一



いる凶.

牛乳ア νルギの発生JUIま緑笹倉によりまちま
もであり.0.1%以下という偉から3O%，という健ま

で織広い.このように績度の異なる原闘は 牛乳ア

νル'"ーは遺伝的要因や年齢的裏図を受け易<.調
査対.とした母集団の途いによるためや袋5に示

した還り寵注文が多様であり.牛11.ァνルギーと.断
する着筆がー定でないためと思われる..，m.1:た，

'*'11.ァ νルギーの起こるのは。乳児鯛では人工栄養

に隈うた問題と考えがちであるが.a乱栄養児にお
いても例外ではない.これほ，傍観が食物として寝

取した免箆.，位鈴貨が母乳に移行した結果起こるこ

とで，牛乳ア νル""'-aJ砲の主留物質と曾われてい
るかヲタトグロプ，~が健康な畿銀のJt.ft1 .1当

たり0.11-6.4時含まれていたという線告もあり，

この量は鋭体重生を促すのに十分な量とされてい

るW.

-;方..床的結果によれば.m翠ァ νルギーの占
..る割合は牛乳ア νルギー全体の半分でおり. l!l! 
7νルギーによるものが全体のIf:ト-1/‘といわれて
、る附.また象品人工栄養による牛乱ア νルギ

【は多量の続車により生じるものでE型ア νルギー

が主体をなし母乳栄後での牛乳アνルギーは少S止
の筑原により旬発されるもので 1117νルギーによ

るという興味漂い線傍もある個、

ともあれ all.栄費でも人工栄養でも牛乳ア νル
ギーになるという事実は乳児にとうては極めて深

刻な問題である.すなわち.11.児期の前学において

は，母乳であれ人工乳であれそれら乳汁は彼らに

とヲて唯ーの食品である.1定。て，これらの度取に

よりア νルギーが生じると.111.らのタ世襲，発育に対

して重大な支障をきたオとともに.アνルギーだか

らとい令て乳汁の録取を停止することは 彼らにと

qて唯一の栄建涯を絶っととになる.また，療剤を

周いての治療は，投与した時点では症状はおさまる

がその効果は一過性であり.粛の効力が切れれば再

発する.11.児期の汎汁のように毎日多量に自民取しな

ければならない鍋舎は療剤も毎日投与しな〈ては

ならず.副作用・Fを考えれば決して適切な方法では

ない.

加えて。乳児期に牛乳アνルギーなどの食物アν
ルギーにな勺允子供は，網"とともに花鉛やカピな

どによる級入住アνルギーなどにかかりやすいアν
ルギー体質になる可飽院が大きい". これらの点か

ら考えて，牛11.および乳鍾必中の， γパタ質の免疫
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青色色素 IUI台槍 l 

台積橡式会社〈神戸市長国区東尻池街町1-

zのは このほど天焦青色色窯の明色化に成功
し，先売した.タチナγ膏色色衰の明色化。玄関

社独自の精製をま衝の開先により工媛的規複での f
製造が可飽>なり ヲ1''''この育色色素をベctl'
"に芙般の賀色色素との配合によ。てできる明

色化された銀色色素の上前も近々 行われる予J
定である.

〈骨盤〉

極大坦収被長 595nm緒近
同%色偏 E.l-~ 日

F 

色個 水槽目的ま鮮明な青色を昼t...pHl.5-

8.0の筋四で安定

く問い合せ先〉聞社食品密裏...昨-<51→岨 :リ

一
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